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３．バイオマス由来低分子化合物を用いたバイオマスポリマーの合成

２．芳香族化合物を用いた高耐熱性バイオマスプラスチックの合成と材料化・生分解性付与
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１．多糖エステル誘導体の合成とバイオマスプラスチック材料化・生分解性制御

バイオマスから環境に優しい新素材を
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木質資源などの非可食バイオマスを原料に用いて、多糖類や芳香族化合物から高耐熱性、高
強度、生分解性などの高性能・高機能を有する新しいバイオマス由来のプラスチックの合成と
材料化を行っています。これまでセルロースやヘミセルロースをはじめとする多糖類をエステ
ル化して得られる誘導体の合成と材料化や、リグニンの分解物でもあるバニリン酸を二量体化
して得られるジバニリン酸からポリエステルやポリアミドなどの高耐熱性芳香族バイオマスプ
ラスチックを得ることに成功しています。最近では、ジバニリン酸を用いることで生分解性も
付与したバイオマスプラスチックの合成や生分解性の評価にも取り組んでいます。バイオマス
を用いて持続可能な社会の構築に資する新素材を提案していきたいです。
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